
今
回
の

合
同
発
表
会

に
参
加

し

た
高
高
生
と
高
女
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
な
っ
た
。

高
高
生

か
ら
は
、
「

午
前
の

部

に
行
な
わ

れ
た
竹
田
和

広
氏
と

髙

橋
史
好
氏

の
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ョ

ン

を
参
考
に
合
同
発
表
会
に
臨
ん
だ
。

最
初
は
、

高
女
生
と
話

す
こ
と

に

緊
張
し
て

い
た
が
、
会

話
を
続

け

て
い
く
う

ち
に
積
極
的

に
発
言

す

る
こ
と
が

で
き
た
。
高

高
の
中

だ

け
で
行
な

わ
れ
て
い
た

発
表
会

で

は
得
る
こ

と
が
で
き
な

か
っ
た

質

問
や
意
見

が
、
合
同
発

表
会
を

通

し
て
高
女
生
か
ら
聞
け
た
こ
と
は
、

貴
重
な
経

験
だ
っ
た
。

他
人
の

意

見
を
注
意

深
く
聞
く
こ

と
は
、

合

同
発
表
会

だ
け
で
は
な

く
、
日

頃

の
学
校
生

活
や
社
会
人

に
な
っ

て

も
大
切
な

こ
と
だ
と
思

う
」
と

い

う
声
が
上
が
っ
た
。

ま
た
、

高
女
生
か
ら

は
、
「

高

高
生
は
、

想
像
力
豊
か

な
生
徒

が

多
い
と
い

う
印
象
を
持

っ
た
。

質

問
や
意
見

は
鋭
い
も
の

が
多
く

、

今
後
の
探

究
活
動
に
お

い
て
参

考

に
な
る
こ

と
が
多
か
っ

た
。
さ

ら

に
、
高
高

生
の
発
表
は

、
数
値

や

グ
ラ
フ
の
根
拠

を
明
確

に
示

し
て

い
た
た
め
、
納

得
し
や

す
い

発
表

だ
っ
た
。
来
年

も
開
催

さ
れ

る
の

で
あ
れ
ば
、
積

極
的
に

参
加

し
た

い

」

と

い

う

意

見

が

あ

っ

た

。

続
い
て
、
今

回
の
合

同
発

表
会

で
企
画
と
運
営

を
担
当

し
た

高
高

の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
部
部

長
で
あ

る
岡

田
直

之
先
生
と
、
高

女
の
探

究
部

部
長

で
あ
る
中
村
嘉
宏
先
生
に
話
を
伺
っ

た
。岡

田
先
生
は

、
合
同

発
表

会
に

お
け
る
対
話
ス

キ
ル
の

重
要

性
に

つ
い
て
、
「
ゲ

ス
ト
に

よ
る

ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
『

よ
り

よ
く

学
び
合
う
』
こ

と
を
目

的
と

し
て

い
た
。
単
な
る

『
会
話

』
だ

け
で

は
な
く
、
ど
の

よ
う
な

質
問

や
意

見

を

す

る

の

か

を

考

え

な

が

ら

『
対
話

』
す
る
こ
と

が
、
こ

れ
か

ら
の
社

会
で
は
必
要

だ
と
思

う
。

一
人
ひ

と
り
の
対
話

ス
キ
ル

が
向

上
す
る

こ
と
は
、
全

体
の
創

造
性

や
思
考

力
の
向
上
に

つ
な
が

る
た

め
、
今

後
の
学
校
生

活
で
も

意
識

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。
ま
た
、

「
高
高

が
今
ま
で
行

な
っ
て

き
た

発
表
会

は
、
批
判
的

に
物
事

を
考

え
る
『

ク
リ
テ
ィ
カ

ル
・
シ

ン
キ

ン
グ
』

を
大
切
に
し

て
い
た

。
合

同
発
表

会
は
、
高
女

生
と
の

『
対

話
』
に

よ
る
発
表
で

、
ま
だ

見
ぬ

視
野
を

広
げ
る
良
い

機
会
だ

っ
た

と
思
う

」
と
語
っ
た

。
最
後

に
、

「
高
高

生
に
は
、
自

分
は
こ

う
い

う
人
間
で
あ
る
と
い
う
『
自
分
軸
』

を
大

切
に
し

て
ほ
し
い
。

色

々
な

生
徒

と
関
わ

っ
て
、
改
め

て

自
分

の
性

格
や
考

え
方
に
気
付

い

た
と

思
う

。
こ
れ

を
基
に
さ
ら

に

『
自

分
軸

』
を
強

く
し
て
ほ
し

い

」
と

述
べ
た
。

中

村
先
生

は
、
合
同
発

表

会
の

目
的

に
つ
い

て
、
「
異
性

、

他
校

と
の

交
流
を

通
し
て
、
同

じ

学
校

の
生

徒
か
ら

は
得
る
こ
と

が

で
き

な
い
視
点
に
つ
い
て
、
互
い
に
フ
ィ
ー

ド
バ

ッ
ク
を

行
な
う
た
め

だ

」
と

話
し

た
。
ま

た
、
「
高
女

生

が
行

な
っ

て
い
た

個
人
探
究
は

、

自
身

の
一

方
的
な

視
点
か
ら
し

か

物
事

を
見

る
こ
と

が
で
き
な
い

。

そ
こ

で
、
高
高
生
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を

参
考
に

し
て
、
さ
ら

に

よ
り

良
い
個
人
探
究
に
な
る
よ
う
に
願
っ

て
い
る
。
合
同
発
表
会
で
教
員
は
、

生
徒

の
活
動

の
一
部
分
し

か

見
る

こ
と

が
で
き

な
か
っ
た
が

、

参
加

し
た

生
徒
が

少
し
で
も
成

長

す
る

こ
と

が
で
き

た
な
ら
ば
、

有

意
義

な
時

間
だ
っ

た
と
思
う
」

と

振
り

返
っ
た
。

（
木
村
・
福
田
）

新

聞
部
は
３
年
生
５
人
、
２

年

生
１

人
で
、
顧
問
の
北
爪
先
生

、

副
顧

問
の
大
隅
先
生
の
も
と
活

動

し
て

い
る
。
現
在
ま
で
に
、
一

般

的
な

新
聞
と
同
じ
サ
イ
ズ
で
あ

る

ブ
ラ

ン
ケ
ッ
ト
判
は
通
算
３
０

７

号
、
Ｂ
４

サ
イ
ズ

の
ミ
ニ
プ
レ
ス

は
通
算
１
８
８
号
が
発
行
さ
れ
た
。

昨
年
の
第

38
回

群

馬
県
高
校
新
聞

コ
ン
ク
ー

ル
で
は

、
２
年
連
続
で

最
高
賞
で

あ
る
知

事
賞
を
受
賞
し

た
。

基

本

的

に

、

平

日

の

放

課

後
、

理

科

棟

１

階

に

あ

る

新

聞

部

室

で

活

動

し

て

い

る

。

主

な

活

動

内

容

と

し

て

は

、

興

味

を

持

っ

た

人

や

事

柄

に

対

し

て

取

材

、

調

査

を

行

な

い

、

約

１

カ

月

に

１

度

の

ペ

ー

ス

で

新

聞

を

発

行

し

て

い

る

。

特

に

、

６

月

に

発

行

す

る

翠

巒

祭

号

は

、

ブ

ラ

ン

ケ

ッ

ト

判

を

10

面

程

度

制

作

す

る

、

最

も

手

の

込

ん

だ

新

聞

と

な
っ
て
い
る
。

取

材

に

つ

い

て

、

ミ

ニ

プ

レ

ス

で
は
主

に
校
内
や
県
内
の
事
に

関

し
て
取

り
上
げ
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト

判
で
は

県
内
だ
け
で
な
く
県
外

に
赴
く
こ
と
も
あ
る
。
過
去
に
は
、

元

総
理
大

臣
の
孫
で
あ
る
中
曽
根

康

隆
さ
ん

や
、
作
中
で
高
崎
高
校

を

モ
チ
ー

フ
と
し
た
校
舎
が
登
場

す

る
ア
ニ

メ
「
菜
な
れ
花
な
れ
」

の

プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
菅
野

勇
人
さ
ん
に
取
材
を
行
な
っ
た
。

新

聞
制
作

に
お
い
て
、
様
々
な
人

に

取
材
し

た
り
、
記
事
を
書
い
た

り
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン

能
力
や

文
章
力
が
養
わ
れ
る
。

ま

た
、
記

事
の
ネ
タ
を
出
す
た
め

に

は
、
周

囲
の
出
来
事
や
話
題
に

敏

感
に
な

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た

め
、
身

近
な
情
報
収
集
能
力
が

身

に
つ
く

こ
と
も
、
魅
力
の
一
つ

だ
ろ
う
。

高
高
に
は
、
中
学
校
に
は
な
か
っ

た

だ
ろ
う

文
化
部
が
多
い
た
め
、

見
学
だ
け
で
も
し
て
み
る
べ
き
だ
。

そ
の
中
で
、
新
聞
部
に
興
味
を
持
っ

た
時
は
、
ぜ
ひ
入
部
し
て
ほ
し
い
。

（
荻
野
）

第188号 翠巒 Mini Press 令和7年4月8日

２
月
18
日
に
、
１

年
７
組
で
英

語
の
教
科
書
内
に
登

場
し
た
チ
ェ

コ
の
狂
言
師
で
あ
る
オ
ン
ジ
ェ
イ
・

ヒ
ー
ブ
ル
氏
と
の
交

流
授
業
が
行

な
わ
れ
た
。
授

業
は
チ
ェ
コ
に
い

る
オ
ン
ジ
ェ
イ

氏
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
映
像
を
繋
ぐ

形
で
実
現
し
、
オ

ン
ジ
ェ
イ
氏
に

よ
る
狂
言
紹
介
や

質
疑
応
答
、
さ

ら
に
は
狂
言
の
体

験
を
行
な
っ
た
。

今
回
の
授
業

を
企
画
し
た
長
谷

川

太

一

先

生

に

話

を

聞

く

と

、

「
高
高
に
赴
任

し
て
か
ら
、
ず
っ

と
授
業
を
通
じ

て
高
高
生
を
海
外

と
繋
げ
た
い
と

考
え
て
い
た
。
毎

日
英
語
を
勉
強

し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
実

際
に
外
国
人
と
英

語
を
活
用
し
て

会
話
す
る
機
会
が

な
い
の
は
非
常

に
も
っ
た
い
な
い

こ
と
だ
。
オ
ン

ジ
ェ
イ
氏
を
取
り

上
げ
た
レ
ッ
ス

ン
を
教
科
書
で
見

た
と
き
に
、
何

か
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
と
考
え

、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送

っ
た
。
打
ち
合
わ
せ

の
際
に
オ
ン

ジ
ェ
イ
氏
の
人
柄
の

良
さ
を
感
じ

、
ぜ
ひ
高
高
生
と
繋

げ
た
い
と
強

く
思
っ
た
」
と
経
緯

を
語
っ
た
。

ま
た
、
授
業
後
の
感
想
と
し
て
、

「
や
っ
て
よ

か
っ
た
。
英
語
学
習

に
つ
い
て
も

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

え
た
こ
と
も

よ
か
っ
た
が
、
何
よ

り
も
海
外
の

人
と
繋
が
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と

は
、
私
に
と
っ
て
も

大
き
な
一
歩

に
な
っ
た
。
今
後
の

授
業
で
も
海

外
の
人
と
繋
が
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
た
。
そ
の
中
で
、

生
徒
に
は
授

業
で
行
な
っ
て
い
る

デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー

ト
に
よ
り
多

く
の
外
国
人
と
挑
戦

し
て
み
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。

（
福
田
）

授
業
で
の
狂
言
体
験

実
際
の
取
材
の
様
子

新
入
部
員
大
募
集
！

新
聞
部

３
月
12
日
に
高
崎
ア
リ
ー
ナ
で
、

「
高
崎
高
校
×
高
崎
女
子
高
校
課
題
研

究
合
同
発
表
会
」
（
以
下
、
合
同
発
表

会
）
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
は
、
午

前
の
部
か
ら
高
崎
高
校
（
以
下
、
高
高
）

と
高
崎
女
子
高
校
（
以
下
、
高
女
）
が

交
流
す
る
形
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回

は
、
合
同
発
表
会
に
参
加
し
た
両
校
の

生
徒
と
運
営
を
担
当
し
た
先
生
方
に
話

を
聞
い
た
。

当日の研究発表の様子

完全英語の実践的な授業行なう

１
年
間
の
研
究
・
探
究
活
動
の
集
大
成

高
高
×
高
女
合
同
発
表
会
開
催

チェコの狂言師と交流
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